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昨
年
12
月
の
総
選
挙
で
自

民
党
が
大
勝
し
安
倍
政
権
が

的
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
普
天
間
問
題
で
低
迷
し

た
日
米
軍
事
同
盟
の
強
化
、

さ
ら
に
は
、
戦
後
日
本
の
進

路
を
根
本
的
に
転
換
す
る
改

憲
に
ま
で
踏
み
込
も
う
と
し

て
い
る
。

　

問
題
は
、
安
倍
政
権
が
発

足
以
来
、
世
論
調
査
の
た
び

に
支
持
を
伸
ば
し
て
い
る
こ

し
、
１
９
９
０
年
代
の
経
済

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
入
り
、

自
民
党
政
権
は
、
大
企
業
の

い
っ
そ
う
の
競
争
力
強
化
の

た
め
、
構
造
改
革
路
線
に
転

じ
た
。
労
働
力
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
の
企
業
リ
ス
ト
ラ
、

非
正
規
化
の
促
進
、
法
人
税

大
企
業
栄
え
ど
も

　

構
造
改
革
に
よ
り
、
首
尾

よ
く
大
企
業
の
儲
け
は
増
え

た
が
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失

業
、非
正
規
化
、社
会
保
障
費

の
過
酷
な
削
減
、
地
方
財
政

の
削
減
が
社
会
を
ボ
ロ
ボ
ロ

ほ
ど
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
き
は
な
い
。
い
く
ら
矛

盾
が
深
刻
化
し
て
も
、
対
案

が
な
け
れ
ば
構
造
改
革
政
治

を
終
焉
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
だ
。

＊　
　

＊

　

構
造
改
革
に
対
す
る
反
対

に
し
た
。国
民
は
、構
造
改
革

の
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
を
期
待
し
て
、
民
主
党
に

政
権
を
託
し
た
が
、
そ
の
政

権
も
財
界
の
圧
力
を
受
け
て

変
節
、
構
造
改
革
に
舞
い
戻

っ
た
。
安
倍
政
権
に
対
す
る

支
持
は
、
こ
う
し
た
国
民
の

の
声
が
高
ま
っ
た
４
年
前
、

そ
れ
に
代
わ
る
対
案
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
研
究
者
と
活

動
家
が
集
ま
り
「
福
祉
国
家

構
想
研
究
会
」
を
立
ち
あ
げ

た
。
そ
の
共
同
代
表
で
あ
る

４
人
が
本
紙
の
連
載
に
お
い

て
、
安
倍
政
権
の
路
線
が
日

本
を
ど
こ
へ
導
こ
う
と
し
て

い
る
か
を
批
判
的
に
検
討

し
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な

福
祉
国
家
型
の
対
案
の
輪
郭

を
示
し
た
い
。 

（
つ
づ
く
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わ
た
な
べ
・
お
さ
む　

１
９

４
７
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
同

大
学
社
会
科
学
研
究
所
助
教

授
、
一
橋
大
学
教
授
な
ど
を

歴
任
。
九
条
の
会
事
務
局
、

日
本
民
主
法
律
家
協
会
理
事

長
な
ど
。

な
ど
大
企
業
負
担
の
軽
減
の

た
め
の
財
政
支
出
の
削
減
が

そ
の
柱
で
あ
っ
た
。
財
政
削

減
を
め
ざ
し
て
社
会
保
障
の

み
な
ら
ず
、
地
方
に
対
す
る

公
共
事
業
に
も
メ
ス
が
入
れ

ら
れ
た
。

と
だ
。
直
接
の
原
因
は
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
対
す

る
国
民
の「
期
待
」に
あ
る
。

　

高
度
成
長
期
以
降
、
自
民

党
政
権
は
、
開
発
優
先
の
政

治
と
、
地
方
に
対
す
る
公
共

事
業
の
バ
ラ
マ
キ
に
よ
り
政

権
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か

出
口
な
し
の
状
況

を
象
徴
し
て
い
る
。

　

公
共
事
業
の
バ

ラ
マ
キ
で
も
構
造

改
革
の
政
治
で
も

な
い
対
案
が
い
ま

誕
生
し
た
。
政

権
は
、
民
主
党

政
権
で
滞
っ
て

い
た
構
造
改
革

を
再
起
動
し
社

会
保
障
の
本
格

　

安
倍
政
権
の
下
、
社
会
保
障
体
制
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
高
支
持
率
を
背
景
に
、
政
府

は
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
名
の
下
に
社
会
保
障
の
本
格
的
な
削
減
、
消
費
税
増
税
、
原

発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
憲
法
改
定
な
ど
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
政

治
へ
の
対
案
が
い
ま
ほ
ど
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
。
政
治
の
行
方
と
対
抗
す

る
、
雇
用
と
社
会
保
障
を
柱
と
す
る
福
祉
型
政
治
の
対
案
の
輪
郭
を
「
福
祉
国
家
構
想
研
究

会
」
の
渡
辺
治
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
二
宮
厚
美
神
戸
大
学
名
誉
教
授
、
後
藤
道
夫
都
留
文

科
大
学
名
誉
教
授
、
岡
田
知
弘
京
都
大
学
大
学
院
教
授
が
13
回
に
わ
た
っ
て
連
載
す
る
。


